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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 4,1569 4,1305 -0,64% 9,34% 3,6374 4,1941

対円 JPY 25,54 25,59 0,20% -11,04% 30,08 25,22

対ユーロ BRL 4,6136 4,5828 -0,67% 9,01% 4,1646 4,6508

対ドル JPY 106,12 105,75 -0,35% -2,70% 104,46 112,40

対ユーロ JPY 117,83 117,30 -0,45% -3,02% 116,57 127,50

Index 96.430 97.276 0,88% -5,39% 106.650 87.536

bps 140,90 141,21 0,22% 12,56% 209,52 124,06

% 7,37 7,41 0,54% 2,60% 9,34 7,15

% 5,44 5,48 0,64% -2,06% 6,69 5,37

% 2,14438 2,11738 -1,26% -6,55% 2,8039 2,1238

Index 168,91 169,70 0,47% -4,21% 189,68 167,38

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアル相場は、前日に中国側から通商協議の再開を求める電話があったというトランプ大統領の説
明に対して、中国側は通商合意を強いる強引な戦術を改めるつもりが無いことを明言したため、午前中は株
安・レアル安の展開。ドルレアルは４．２０ドルに向かってレアル安に進行となり、ボベスパ指数は９６，０００台を
切る水準まで低下した。午後に入り、ブラジル中銀が急遽SPOTでの介入を発表したことで、マーケットは素直
に反応し、４．１２台まで一気にレアル高が進行した。今回の介入により市中の金利が低下したため、先々の
Selicの引下げ可能性があるとの見方も広がっている一方で、為替レートの圧力の中で予想通りに金利を引き
下げ続けるかどうか疑問を持つ投資家もおり、為替以外に金利の動向にも注視しておく必要があるだろう。
米国では米中貿易対立の混乱によって米国１０年債利回りは１．５０％以下に低下しており、米国株も金融セク
ターを中心に一日をとおして下落した一方で、ブラジルではボベスパ指数は中銀の為替介入とペトロブラスの
民営化に関する報道により、午後からは上昇に転じており、９７，２７６ポイントと前日比＋８４６ポイントで取引を
終えた。アルゼンチンでは、今月実施された大統領選挙の予備選挙で勝利した野党党首のアルベルト・フェ
ルナンデス氏が国際通貨基金（IMF）との融資協定について批判したことを受けて、アルゼンチン国債と米国
債の利回り差が拡大。為替も８月中旬には１ドル６２ペソであったものが茲許は５５ペソ前後で推移していたが、
５６ペソ台前半までペソ安が進行、まだまだ目が離せない状況が続きそうだ。


